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まちづくりのトピックス
西口周辺地区のまちづくり

綾瀬駅西口周辺地区地区まちづくり計画の策定

最近の動きと今後の予定
令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

駅前通り アーケードがリニューアル!!

▲綾瀬駅西口改札近くにある
通りにくい車止め柵

令和７年度内 西口

令和７年 １月

３月

東口 駅前交通広場一部開放開始（同年３月全面開放）

お問い合わせ先

令和７年１月にアンケート調査を実施しました。

多くの方から「住みよいまち」というお声をいただき、現在

のまちに好意的な印象をお持ちであることがわかりました。

一方、「歩行環境の改善」や「鉄道高架下空間の活

用」とのお声も届きました。これを踏まえて、西口周辺の課

題を解決し、よりよいまちづくりを進めていきます。

現在、東渕江小学校の仮設校舎として使われている旧こども家庭支援センター

等跡地の活用について、令和１１年秋以降の開設を目指し、検討を進めています。

事業者公募に先立ち、駅前通りのシンボル軸に寄与する建物計画を誘導するため、

「綾瀬駅東口周辺地区地区計画」を変更しました。詳細は、中面をご覧ください。

まちが日々進化中!

綾瀬駅東口周辺地区地区計画都市計画変更決定
（足立区都市計画審議会）

東口

６月 建築条例の改正東口

１１月 駅前開発の工事完了（公開空地の開放）東口

綾瀬駅周辺地区の現状

東京武道館

出典:国土地理院の空中写真
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駅前交通広場と東綾瀬公園の一体整備

綾瀬駅東口周辺地区地区計画の区域

五兵衛橋架け替え事業
（～令和9年度）

弘道
小学校

西口周辺地区のまちづくり

事業者公募が始まります!

東渕江小学校
(仮設校舎)

綾瀬駅周辺地区
まちづくり足立区 都市建設部 まちづくり課 東部地区係

電話:
FAX:
E-mail:

03-3880-5441（直通）
03-3880-5605
machi@city.adachi.tokyo.jp

令和７年３月完成

平成５年に設置され、多くの人に親しまれてきた「サンアヤセ商店街振興組合」のアーケード。

この春、塗装工事を終え、リニューアルしました!東綾瀬公園の緑とも調和する色合いで、お店のサインも

一新されました。落ち着いた雰囲気で早くもまちに馴染んでいます。 駅前通りのシンボルのひとつとして、これ

からもまちの歴史をつないでいきます!

▲工事完了前 ▲工事完了後

旧こども家庭支援
センター等跡地の活用

綾瀬駅東口駅前交通広場が全面開放‼

アンケート調査結果は
こちらのQRコードから ⇒

足立区公式HP



駅前大規模
用地地区B
約0.5ha

駅前大規模
用地地区A
約0.6ha

公共施設地区
約2.2ha

公共公益施設地区
約1.0ha 用途の制限①

用途の制限②

①店舗、飲食店など
②事務所
③運動施設など
④劇場、映画館、集会場など
⑤診療所、病院

⑥児童福祉施設（保育所）など
⑦学校、図書館など
⑧学習塾、華道教室など
⑨交番等の公益上必要な建物

綾瀬駅東口周辺地区地区計画を変更しました！

ルール1

駅前通りのシンボル軸形成に寄与する建物を誘導するため、下記の用途は建築できません。

駅前のにぎわいを創出するため、「用途の制限位置(左図) 」に接する敷地の建築物の1
階および2階部分については、主たる用途が下記の用途以外は建築できません。

下図に示す壁面の位置の制限１号～３号は道路境界線から、４号は敷地境界線から、そ
れぞれ定められた距離以上、建築物の外壁等を後退させて下さい。
※建築物の外壁等は、建築物の外壁又はこれに代わる柱ほか、ベランダ及びバルコニー等を含みます。

７つのルール
駅前大規模用地

地区B
約0.5ha

駅前大規模用地
地区Ａ
約0.6ha

公共施設
地区

約2.2ha

公共公益施設地区
約1.0ha

建築物等の
用途の制限

○駅前通りのシンボル軸形成に寄与する建物を誘
導するため、スナックやキャバクラ、工場などの用
途は、建築できない。

―

○駅前通りのシンボル軸形成に寄与する建
物を誘導するため、スナックやキャバクラな
どの用途は、建築できない。

○用途の制限位置(上図)に接する敷地の建築
物の１階及び２階の主たる用途は、駅前のに
ぎわいに寄与する用途以外の建築はできない。

敷地面積の
最低限度

○新たに敷地を分割する場合、最低面積以下では
敷地を分割できない。 ― ―
２，５００㎡ ３，０００㎡

壁面の位置の制限
○道路境界線及び敷地境界線から、決められた距離以上、外壁
等を後退させる。

○道路境界線及び敷地境界線から、決め
られた距離以上、外壁等を後退させる。

後退区域の工作物
の設置の制限

○駅前通りでは、壁面の位置の制限によって外壁等を後退した区
域内に、交通の妨げとなるような工作物は設置できない。

○駅前通りでは、壁面の位置の制限によっ
て外壁等を後退した区域内に、交通の妨
げとなるような工作物は設置できない。

形態・意匠・色彩
の制限

○建築物の形態・意匠・色彩等は、周辺環境や都市景観に配慮
し、屋根及び外壁は、刺激的な原色を避ける。また、屋外広告
物等も、街並みに配慮する。

○建築物の形態・意匠・色彩等は、周辺環
境や都市景観に配慮し、屋根及び外壁
は、刺激的な原色を避ける。また、屋外
広告物等も、街並みに配慮する。

垣・柵の構造の制限 ○道路に面して設ける垣･柵は、生け垣又はフェンスにする。 ○道路に面して設ける垣･柵は、生け垣又
はフェンスにする。

土地の利用に
関する事項

○地区内では積極的な緑化を推進する。 ○駅前通り沿いの緑の連続性に配慮した積
極的な緑化を推進する。

①勝馬投票券販売所、場外車券売場など
②スナックやキャバクラ、ラブホテル など
③ナイトクラブ など

④ダンスホール など
⑤工場など（公共公益施設地区は除く）

追 加

＜変更前＞
①店舗、飲食店など
②事務所
③保育所

変 更

追 加

ルール１

ルール２

ルール３

ルール４

ルール５

ルール６

ルール７

建築物の用途の制限

ルール３ 壁面の位置の制限

ルール４ 工作物の設置の制限

駅前大規模用地地区Ａ 駅前大規模用地地区B 公共公益施設地区
追 加

適用地区:

駅前大規模用地地区Ａ 駅前大規模用地地区B適用地区:

すべての地区適用地区:

壁面の位置の制限1号において、建築
物が後退した区域について、交通の妨げと
なるような工作物の設置ができません。

すべての地区適用地区:

変 更

壁面の位置の制限１号
道路境界線から3.0ｍ

壁面の位置の制限２号
道路境界線から1.5ｍ

壁面の位置の制限３号
道路境界線から0.5ｍ

壁面の位置の制限４号
敷地境界線から1.5ｍ

3

ただし、移動可能なベンチやテーブ
ル・パラソルなど、にぎわいづくりに役立
つもの又は公益上必要なものはこの
限りではありません。

2
敷地道路

道
路
境
界
線 外

壁
等

３ｍ以上後退

地区計画とは、それぞれの地区の特性に応じたまちづくりのルールです。
色塗りされた地区がルール適用対象の区域になります!。

追 加

凡
例

この地図は、東京都縮尺1/2,500地形図を使用(承認番号:7都市基交測第51号)して作成したものである。
無断複製を禁ずる。この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
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